
 

戦略目標：新しい原理による高速大容量情報処理技術の構築（平成１３年度設定） 

 

現行のコンピュータをベースとした情報処理技術は、ハードウェア・ソフトウェア共

に飛躍的な進歩を遂げ、２０世紀における情報革命として社会の変革に多大な役割を果た

してきた。しかしながら、デバイスの微細化やアルゴリズム上の限界によりこれまでのペ

ースでの性能・容量の向上は望めなくなってきている。 

一方、コミュニケーションの多様化に伴う通信・計算容量の増大や、立体映像データ

処理や複雑系の解析を行うための高速演算の必要性等、高速大容量情報処理技術に対する

社会的ニーズは依然として高く、これらのニーズに応じた技術の確立が喫緊の課題となっ

ている。 

このため、戦略目標として「新しい原理による高速大容量情報処理技術の構築」を設

定し、量子コンピュータ、分子コンピュータ、ニューロコンピュータ等を含む新しい原理

に基づく計算機構の探索を行うとともに、ノイマン型コンピュータにおいても全く新しい

技術を導入し、新デバイスや通信技術も含めた高速大容量情報処理環境を構築するための

要素技術を探求・確立することを目指す。 

なお、本戦略目標の下で行われることが想定される研究としては、例えば、量子計算

理論及び量子システムの探索・開発、生体工学と情報処理科学による新規原理・システム

等の探索・開発等が考えられる。 
 

 


